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組込み Linuxである。組込み Linuxには、次のような特徴がある。 
オープンソース／ロイヤリティフリー／開発環境の整備が容易／アプリケーショ
ンの開発が容易／高い信頼性 























































































































































































































































































































































































（７）A. Watanabe, H. Takada, and K. Sakamura. The Multi-Layered Design 
Diversity Architecture: Application of the Design Diversity Approach to Multiple 
System Layers. In Proceedings of the Ninth TRON Project Symposium (Dec. 

































































































・ 物を作って売る  →  解決策を売る 
・ IT製品の販売  →  解決策の提供 

















































ろう」の "made in Japan"を高品質に生まれ変わらせた TQCの発生時点と類似点が多
く、ソリューション・ビジネスに期待が高まる所以である。ソリューション・ビジネス
と TQCとの対比は表 3-1に示す通りである。 
表 3-1TQCとの類似性 
 起源 目的 
 









































































































































































































































































































































































3-5  新しいソリューションビジネスモデルの提唱  
前節までにエンベデッドソフトウェア産業、具体的にはソリューション・ビジネスは
ＩＴ革新が加速するなかで、日本の新しい高付加価値産業としてその展開が求められて
デジタルＴＶ ＤＶＤ 移動体通信 ＩＴＳ
アプリ アプリ アプリ アプリ
デジタルＴＶ ＤＶＤ 移動体通信 ＩＴＳ
ｼｽﾃﾑＬＳＩ ｼｽﾃﾑＬＳＩ ｼｽﾃﾑＬＳＩ ｼｽﾃﾑＬＳＩ
デジタルＴＶ ＤＶＤ 移動体通信 ＩＴＳ


































































































































































































































































































































（２）Marcum,D el 著 "business Think"  John Wiley & Sons Inc  (2002) 
（３）高田広章著「ハード設計者が苦労して得た性能をソフト開発者が浪費する!!」
（2001）Design Wave Magazine Vol２ 
（４）水野博之著「創造のヒント」工業調査会（1994） 
（５）水野博之著「構想力のための 11章――新しい発想を生み出す方法」三五館(2001/5) 
（６）T-Enginフォーラム「別冊 TRONWARE T-Engin(2003/4)」「別冊 TRONWARE 
T-Engin２（2004/4）」 
（７）デジタルアドバンテージ社著 SystemInsider 頭脳放談 (プロセッサ・デザイン























































  「情報サービス産業の核になれ」 
  「常に前向きに進め」 








































































































     コアソフトのプロダクト化 
     ソフトにハードの付加価値をつける 
     マイコン技術のデパート化 
２．５年後１５０億円の売り上げを達成する 
     「売ることなくして企業なし」の精神育成 



























































３）バブル経済崩壊で経済環境の激変で緊急修正     









































  経営資源活用（人材・技術・設備・資金･情報） 
  ＢＰＲ－３Ｒ推進（フラットな組織、生産性向上、株式公開準備） 
  文化熟成 
（社員尊重・利益還元・自由裁量性・社内ベンチャー制度・持株会） 
３．先進的情報サービス企業に 
  ソリューションプロバイダーＮｏ１ 
  オリジナル製品開発・販売 売り上げの３０％に 
４．新情報化社会対応 
  ナショナルプロジェクト 
  成長分野（福祉医療・教育・環境・レジャー） 
  新技術対応（オブジェクト指向・インターネット・マルチメディア・ＧＩＳ） 


















































































      －製品開発/販売事業の大飛躍（全体売り上げの３０％以上） 
      －成長分野への新規/特別事業推進 


































４）現在のビジョン（エンベデッド事業重点に）     
１．東証一部上場→２００４／３実現 
２．エンベデッドソリューション No1 企業になる 
受託開発から提案開発へ 
３．エンベデッドソリューション技術Ｎｏ１の確立 

































































































































・中国で１０００人規模展開 ＞ 中国市場での上場 
４．製品開発と販売 
（顧客とのＡｌｌｉａｎｃｅ推進） 
















































































































































競争業者 買い手 売り手 
























































  競争優位のタイプ 
    他社よりも低いコスト    顧客が認める特異性 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１３）ゲイリー・ハメル ＆ C・K・プラハラード著 一條和生訳 
  68
「コア・コンピタンス経営」－未来への競争戦略-  日本経済新聞社（1995) 





























































































































































































































































１． 崎詰素之 研究・技術計画学会 第１５回年次学術大会（2000/10）  
  表題「経営基盤の弱い日本のベンチャーの研究・開発の実態とその問題点」 
２． 崎詰素之 オフィス・オートメーション学会 第４１回全国大会（2000/10） 
  表題「インターネットによる教育のコンテンツの醸成と流通のプラットフォーム   
の提言」 
３． 崎詰素之 映像情報メディア学会アントレ研究会（2004/3） 










































































CTI Iptel 交換機 

























・ ゲーム機のソフト開発受託急増（トミ ・ーエポック・ツクダオリジナル・バンダイ・・） 
・ テープデッキ開発受託開始 




































































   「夢・理想・方向」の旗 
    常に前向きに挑戦 




    メーカー別窓口会社 
    販売会社 
    関西拠点会社 
● ソフトウェアハウスの基盤の確立 
           → 技術の特化・差別化 






・ S48 （株）デンケイ 


























Turning Point   
         下請け → ユーザ 
第三次 5 ヵ年計画（Ｓ５８－Ｓ６２） 
・ S59 (株)ｺｱﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ  
・ S59 台湾ｺｱ         
・ S59 北京ｺｱ         
・ S60 (株)ｺｱ         
・ S61 北海道ｺｱ(株)     
第四次 5 ヵ年計画（Ｓ６３－Ｈ０４）
・ H01 ３社合併ｼｽﾃﾑｺｱに 
(ｼｽﾃﾑｺｱ･応用ｼｽﾃﾑ研･ﾃﾞﾝｹｲ）
・ H01  九 州 ｺ ｱ ( 株 ）
・ H02  中 部 ｺ ｱ （ 株 ）










営の実践・目で見えるもの（各地に R&D センター） 
緊急特別計画（Ｈ０５－Ｈ０７） 

















第五次 3 ヵ年計画（Ｈ０８－Ｈ１０） 





















・ H12 ＩＳＯ９００１取得 





第七次 3 ヵ年計画（Ｈ１４－Ｈ１６） 
・ H14 東証２部へ上場申請 
・ H15 再申請承認 ３／２０上場 
 
 
・ H16 東証１部へ指定変え 






 Simple Speed self  
独立系ＩＴサービス企業として社会に貢献 
・全方位ＩＴソリューションサービスの提供 
・先端／先進技術への投資及び挑戦 
・業務効率化／活性化 
 
